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（単位：億円）

１．中間連結決算の概要１．中間連結決算の概要

１８

(４.６%) ３６

(５.６%) ４３

７７６

２００４年度

上　期（A）

（+５２.８%）　　＋９

（+５４.４%）　＋１９

（+４３.１%）　＋１８

（+９.３%）　＋７２

対前年同期
(%)   （B）－（A）

２８当期純利益

(６.５%) ５５

(７.３%) ６２

８４８

２００５年度

上　期（B）

経常利益

売上高

営業利益

２
△２３５,２９７５,３２０人　　員

＋３３５３２減価償却費

＋６５７５１設備投資

５８１

(２０.５%) ２９７

１,４５４

△９２

＋１０２

＋７５

４８８有利子負債

(２６.２%) ４００

１,５２９

株主資本

総資産

上期実績

会社の所在地別の概況会社の所在地別の概況

７７６

△２９３

１,０６９

４４２

１４９

３１

３５

８４

２９２

１６２

１３０

６２７

２００４年度

上期（A）

８４８

△３０８

１,１５６

４５９

１７１

４１

４２

８９

２８７

１７３

１１３

６９７

２００５年度

上期（B）

計

△１５消去・連結調整

アジア

欧　州

米　州

生　産

販　売

　
海
　
外

　
国
　
内

＋８７小　　　計

＋１７

△５

△１７　　
子
　
会
　
社

＋７２連結売上高

＋１０

＋５

＋７０単　　　独

＋２２

＋７

＋１１

　増　減　
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

４３

１

４２

１４

６

２

１

３

８

５

３

２８

２００４年度

上期（A）

△４△３

＋２３６５

＋４１８

＋２１０

０３

＋１８６２

０２

＋３６

＋１９４７

＋２８

△１０

＋２７

　増　減　
（B）－（A）

２００５年度

上期（B）

○営業利益 （単位：億円）

３

上期実績
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１００

０

４０

６０

８０

～～

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

４

億円

２００５年度
上期実績

２００４年度
上期実績

６２

４３

＋８

コストダウン

売上・生産の増

＋３８

販売価格の改善
＋３

固定費の増

為替の影響　△１

原材料価格のアップ
△１６

販管費の増

＋１８億円

△６

△８

上期実績

事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益売上・営業利益

（５.６%）　　４３
７７６

（ － ）　　　０

８５

２８

５７

（７.６%）　　３０
３９５

１３２

２６３

（４.７%）　　１３
２９６

６４

９９

１３２

２００４年度

上期(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%)　　 (B)－(A)

(＋４３.１%) 　＋１８

(  ＋９.３%) 　＋７２

(  　 － 　)  　 ＋５

(＋１１.０%)　　 ＋９

(  　 －　　)         ０

(＋１６.８%)      ＋９

(　＋２.４%) 　 　＋１

(＋１２.１%)    ＋４７

(＋１８.０%)    ＋２３

(  ＋９.２%)    ＋２４

(　 １.９倍)    ＋１２

(　＋５.０%) 　 ＋１４

(＋２６.７%)  　＋１７

　(△１８.９%)　　△１８

(＋１２.４%) 　 ＋１６

対前年同期

８４８売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 ６６材

料

他

２８

９４

（５.０%）　　　４

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ２８７部

品

１５５

４４３

（７.０%）　　３１

（８.５%）　　２６
３１０計

機

械

工

具

（７.３%）　　６２

８１

８０

１４８

２００５年度

上期(B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

５

上期実績
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主要事業の売上高主要事業の売上高　　（機械工具）（機械工具）

＜工具＞
・自動車のエンジン・トランスミッションを
　加工する精密工具が拡大。
・その他、航空機エンジン、産業機械・　
　市販向けなどが伸長。

132
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＜ロボット＞
・日系自動車メーカーの海外進出や
　国内の生産能力増強を受けて、
　売上が拡大。

＜工作機械＞
・前年同期にＧＰＡの大型案件があり
　トータルで減収となるが、実質的な
　売上高は、自動車業界の好調を
　受けて、大幅に拡大。

６

2004上 2004下 2005上 2004上 2004下 2005上 2004上 2004下 2005上

工　　具

工作機械 ロボット

うちＧＰＡ分：３０億円(提携先商品の売上高)
実質売上高：６９億円

上期実績

69

（単位：億円）

主要事業の売上高主要事業の売上高　　（部品・材料その他）（部品・材料その他）

263

282 287

131

149
155

85 85

94
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７

ベアリング

油圧機器 材料その他

（単位：億円）

2004上 2004下 2005上 2004上 2004下 2005上 2004上 2004下 2005上

＜ベアリング＞
・自動車用高機能ベアリングは、
　世界三極で、ひき続き拡大。
・また、工作機械、印刷機械、減速機、
　建機・農機など産業機械向けの
　精密ベアリングが伸長。

＜材料その他＞
・特殊鋼の用途拡大や価格是正、　
また、熱処理・コーティング装置が　
拡大した。

＜油圧機器＞
・建設機械、工作機械、プレス機械など　
　産業機械向けが大きく伸びた。
・カーコントロールバルブも、需要拡大、
　新型式の参入など、堅調に推移。

上期実績
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2004上 下 2005上 下
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37
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43

21

41
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80 ブローチ盤
ブローチ

ブローチ＆ブローチ盤 カーエアコン用ベアリング

ミニショベル用油圧機器

主な世界トップシェア商品の動向主な世界トップシェア商品の動向 上期実績

2004上 下 2005上 下
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等速ジョイント用ベアリング

（世界シェア２５％）
（世界シェア２０％）

（世界シェア４０％）

（世界シェア５０％）

（高機能タイプ：世界シェア５０％）

（単位：億円）

（単位：億円）

２．２００５年１１月期の計画２．２００５年１１月期の計画

４１

(５.３%) ８４

(６.３%)   １００

１,５８８

２００４年度

実　績（A）

（+１４.５%）　　 ＋７

（+２４.１%）　＋２０

（+１９.７%）　＋２０

（+７.０%）＋１１１

増　　　減
(%)   （B）－（A）

４７当期純利益

(６.２%)  １０５

(７.１%)  １２０

１,７００

２００５年度

計　画（B）

経常利益

売上高

営業利益

９
＋５１５,３００５,２４９人　　員

＋６７１６５減価償却費

＋２８１３５１０７設備投資

５３２

(２５.０%) ３７８

１,５１２

△５２

＋４１

＋３７

４８０有利子負債

(２７.１%) ４２０

１,５５０

株主資本

総資産

通期計画
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会社の所在地別の計画会社の所在地別の計画

１,５８８

△６０１

２,１９０

９０６

３２７

６６

８１

１８０

５７９

３３０

２４９

１,２８４

２００４年度

実績（A）

１,７００

△６４７

２,３４７

９３７

３５２

８０

８２

１９０

５８５

３５４

２３１

１,４１０

２００５年度

計画（B）

計

△４６消去・連結調整

アジア

欧　州

米　州

生　産

販　売

　
海
　
外

　
国
　
内

＋１５７小　　　計

＋３１

＋６

△１８　　
子
　
会
　
社

＋１１１連結売上高

＋１４

＋１０

＋１２６単　　　独

＋２５

＋１

＋２４

　増　減　
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

１００

２

９８

３４

１３

３

１

８

２１

１４

７

６５

２００４年度

実績（A）

△１０△８

＋２９１２８

＋４３８

＋１２２

０７

＋２０１２０

０３

＋３１２

＋２５９０

＋３１６

０１

＋１１５

　増　減　
（B）－（A）

２００５年度

計画（B）

○営業利益 （単位：億円）

１０

通期計画

160

180

０

100
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140

～～

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

１１

億円

２００５年度
計　画

２００４年度
実　績

120

100

＋１６

コストダウン

売上・生産の増

＋５４

販売価格の改善

固定費の増

為替の影響　△３

原材料価格のアップ

△２６

販管費の増

＋２０億円

△１４

△１５

通期計画

＋７
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事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益売上・営業利益

（６.３%）　１００
１,５８８

（２.１%）　　　３
１７０

５６

１１４

（８.２%）　　６８
８２７

２８１

５４６

（４.８%）　　２８
５９１

１４２

１７３

２７５

２００４年度

実績(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%)　　 (B)－(A)

(＋１９.７%) 　＋２０

(  ＋７.０%) ＋１１１

(　 ２.０倍)　　 ＋３

(　＋９.８%)　 ＋１６

(　＋１.１%)    　＋１

(＋１４.０%)    ＋１５

(　＋３.０%) 　 　＋２

(　＋７.４%)    ＋６０

(＋１１.０%)    ＋３１

(  ＋５.５%)    ＋２９

(　 １.５倍)    ＋１５

(　＋５.７%) 　 ＋３３

(＋１２.１%)  　＋１７

　(　△４.８%)　　　△８

(　＋９.０%) 　 ＋２４

増　　　　　減

１,７００売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 １３０材

料

他

５７

１８７

（３.２%）　　　６

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ５７６部

品

３１２

８８８

（７.９%）　　７０

（７.０%）　　４４
６２５計

機

械

工

具

（７.１%）　１２０

１６０

１６５

３００

２００５年度

計画(B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

通期計画

１２

第２部　経営のとり組み第２部　経営のとり組み

１３

○環境認識と経営スタンス

○市場の位置づけ

○機会損失をなくし、安定した利益成長へ

　　・生産体制を強化

　　・新商品・新事業展開、営業展開

　　・活性化する
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環境認識と経営スタンス環境認識と経営スタンス

１４

＜経営スタンス＞・・・安定的な利益成長
　　○まず、足もとを固める
　　　 （機会損失をなくす）
　　○その上で、安定した利益成長をめざす
　　　 （成長機会を開発していく）

＜環境認識＞・・・警戒を要す
　　○景気動向
　　　 ・国内は、自動車・産業機械業界が好調持続
　　　 ・一方、海外は、中国の調整、アメリカ製造業の低調、
　　　　ＥＵの足並み不揃いなど
　　○資源・エネルギー問題・・・ボトルネックインフレ
　　　 ・価格の高騰、調達難

○産業機械業界・・・小さな池

　・それぞれ市場規模は小さいが、

　　安定したビジネスが可能

　・カスタマーとパートナーシップを

　 構築し、ポジションを固める

１５

市場の位置づけ市場の位置づけ

2003年 2004年 2005年

342

49

306

21%

769

52%

357

83

411

24%

849
50%

350

88

352

22%

798

50%
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1,800

市場別売上高市場別売上高
億円

産業機械

＋１６.８%

自動車

＋６.４%

○自動車業界

　・堅調な生産、設備投資が持続

　・成長分野と位置づける

　・発展性のある部位や機能、

　 カスタマーに集中 　

　市販　　
その他

1,466億円 1,588億円 1,700億円

○電機・電子業界

　・サイクルに左右されるが、

　　成長著しい分野

　・市場開発型でとり組み、

　　新しい技術・機能を提供

電機･電子
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１６

自動車など成長分野向けの生産設備・生産方法を近代化

　　現状、競争優位商品はフル生産→機会損失のおそれ

　　生産性・生産能力をひき上げ、成長機会をつくりだす

生産体制を強化　①生産体制を強化　①

○大型ロボット事業を強化
　・大型・重可搬ロボットの専用工場を新設（２００５年６月稼動）
　　　大型ロボット月３００台→４００台へ
　　　　重量物搬送用、
　　　　大型ガラス基板搬送用ロボットなど

○ブローチの生産体制を拡充
　・新工場を建設（２００５年９月竣工）生産能力１.４倍へ
　　　・自動車Ｔ/Ｍ用
　　　　（大径ヘリカルブローチほか）
　　　・航空機・発電用
　　　　（クリスマスツリー型ブローチ）

○自動車用高機能ベアリングの世界三極生産を拡大

　　　カーエアコン用、等速ジョイント用ベアリング

　　　・チェコ（５月、量産開始）

　　　・タイ（６月、第二工場を稼動）

　　　・中国（０５年末、フル生産へ）

　　　・ブラジル、アメリカの増強など

○ ミニショベル用油圧ポンプ・モーターの生産能力を拡大

　　　工場の増設、生産ラインの大幅な見直し

　　　２００５年１１月完了→生産能力１.３倍

○工作機械、印刷機械、減速機用など、

　　産業機械用高機能ベアリングの生産能力拡大

１７

生産体制を強化　②生産体制を強化　②
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○社内のロボット活用を推進
　　現状１５０台稼働→当面３００台へ
・油圧機器、ベアリング、工具、マテリアル部門の各工程で

　　　高機能ロボット（視覚・力センサー等）を導入し、
　　　生産性、品質を向上する。

○社内機の活用
　　・精密工具研削盤、ベアリング研削盤
　　・工具、ベアリングの熱処理装置

　　　　　　　　　　・アプリケーション技術を蓄積し、
　　　　　　　　　　　カスタマーへよこ展開

１８

生産体制を強化　③生産体制を強化　③

事業のシナジーを生産面で活かす

１９

○工具の再研削・再コーティング事業を拡大
　　　コーティング装置、拠点を整備・拡充

○次世代ＤＶＤ用の超精密加工機械を市場投入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「ナノアスファ」

○ カーコントロールバルブ事業を拡大
　　　Ａ／Ｔ用電磁弁の新商品、次期中核商品への展開

○新しい機械加工システムの市場を拡大
　　・エンジン→ＭＱＬ加工システム
　　・トランスミッション→ハードブローチ加工システム

○世界三極の営業統括拠点・機能を強化
　　・アセアン（タイ）、ヨーロッパ（ドイツ）、
　　 アメリカ（ミシガン、インディアナ）

新新商品・新事業展開、営業展開商品・新事業展開、営業展開
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「活性化」する「活性化」する

２０

○人材を活性化

　　働き方、意識を変え、意欲を引き出し、生産性をあげる

　　　・一人１タレント活動を実施（資格取得活動を強化）

　　　・フリータイム制の勤務体系を導入

　　　・不二越ものづくりカレッジを開設（不二越工業高校を活用）

○サプライヤーを活性化（層別・連係強化）

　　　・ナチ・サプライヤーの集い、不二越ものづくりの集い、

　　　 設備協力会社の集い

○流通を活性化

　　　・アジアの流通店会を強化（中国、韓国、台湾、アセアン）

　　　・専門店会を拡充（ロボット、特殊鋼ほか）

　　　・セミナー、研修会を充実

（単位：億円）

　２００５年１１月期の計画　２００５年１１月期の計画

(６.４%)  １００

(７.４%)  １１５

１,５６０

中期目標

（２００６年）

2003/12策定

(５.３%) ８４

(６.３%)   １００

１,５８８

２００４年度

実　績（A）

（+２４.１%） ＋２０

（+１９.７%） ＋２０

（+７.０%）＋１１１

増　　　減

(%)  （B）－（A）

(６.２%)  １０５

(７.１%)  １２０

１,７００

２００５年度

計　画（B）

経常利益

売上高

営業利益

２１

５,２００人

１.５倍

５５０

８.０％

＋５１人５,３００人５,２４９人人　　員

＋０.３ ポイント１.１倍１.４倍Ｄ／Ｅレシオ

△５２４８０５３２有利子負債

６.６％ ＋１.１ ポイント７.７％ＲＯＡ
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hhｔｔｐｔｔｐ://://www.nachiwww.nachi--fujikoshi.co.jp/fujikoshi.co.jp/

問い合わせ先　　　経営企画部　問い合わせ先　　　経営企画部　

ＴＥＬＴＥＬ ０３－５５６８－５２１００３－５５６８－５２１０

ＦＡＸＦＡＸ ０３－５５６８－５２１５０３－５５６８－５２１５

EE-mail ： kikaku@nachi-fujikoshi.co.jp

本資料には、将来の業績見通し、事業計画等を記載しておりますが、
現時点での経済環境や事業方針など一定の前提にもとづいて作成
しております。
従いまして、実際の業績は、需要変動や為替変動などの様々な要素
により、業績見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき下さい。


